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高江での暴挙をやめ、ヘリパッド建設工事を中止してください

　防衛省・沖縄防衛局は15日午前に、高江の工事現場に職員を送り込み、重機を搬入しヘリパッド工事を再開しようとし、住民の抗議を受けました。

　米軍ヘリパッドの建設は、希少種に富む貴重な自然を破壊するとともに、住民が求める平穏な生活を脅かすものであり、認めることはできません。

　そしてさらに、本年6月に米軍が輸送機MV22オスプレイの沖縄配備を通知したことにより、住民生活への危険がいっそう増しており、ヘリパッド建設の不当性がますます明らかになっています。オスプレイ配備に対しては、仲井真県知事も反対し、県議会と32市町村議会で反対意見書が上げられています。

　私たちは、防衛省・沖縄防衛局が高江での暴挙をただちに中止し、ヘリパッド建設工事を断念することを強く求めるものです。
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